
(1) 昭和51 年4 月1 日 

町 の 人 口 

G2月末日現在） 

男 4, 418人 

女 4, 841人 

総人口 9, 259人 

世帯数 2, 851世帯 
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犯
罪
を
防
止
し
 

楽
し
い
春
を
 

い
よ
い
よ
本
格
的
な
春
を
迎
え
、
行
 

楽
シ
ー
ズ
ン
が
や
つ
て
来
ま
し
た
。
 

住
民
の
み
な
さ
ん
が
た
に
楽
し
い
春
 

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
つ
ぎ
の
 

よ
う
な
防
犯
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

・
行
楽
地
に
お
け
る
事
件
事
故
の
防
止
 

・
あ
き
す
ね
ら
い
な
ど
侵
入
盗
の
防
止
 

・
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止
 

・
少
年
非
行
防
止
活
動
 

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
春
の
防
 

犯
運
動
（
四
月
一
日
ー
五
月
五
日
）
の
 

実
施
期
間
と
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
各
 

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
家
族
ぐ
る
 

み
で
春
の
防
犯
に
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
 

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
少
年
非
行
防
止
）
 

子
供
が
明
る
く
、
す
こ
や
か
に
育
つ
 

こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
と
す
る
と
こ
ろ
 

で
ず
。
少
年
が
非
行
化
す
る
と
き
は
、
 

こ
と
ば
づ
か
い
や
、
金
使
い
、
所
持
品
 

な
ど
変
つ
た
徴
候
が
現
わ
れ
ま
す
。
 

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
あ
た
 

た
か
い
フ
ン
イ
キ
で
気
軽
に
話
し
合
え
 

る
よ
う
に
す
れ
ば
い
く
ら
か
で
も
防
犯
 

の
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
注
意
だ
け
 

で
な
く
長
所
を
み
つ
け
て
ほ
め
て
や
る
 

よ
う
に
し
、
悪
い
所
は
し
か
る
だ
け
で
 

な
く
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
注
意
し
て
や
 

れ
ば
非
行
に
走
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

非
行
の
き
ざ
し
は
早
く
み
つ
け
て
、
 

や
さ
し
く
さ
と
す
よ
う
に
し
て
下
さ
 

い。 
わ
が
町
を
住
み
よ
い
明
る
い
楽
し
い
 

郷
土
作
り
は
己
か
ら
ノ
 



一 

昭
和
四
十
九
年
度
 

け
 

赤
池
町
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
で
 

JJ か
 

あ
 

報
 

広
 

r
」
 

け
 

==(3) 広 報 あ か い 

赤
池
町
の
昭
和
四
十
九
年
度
の
一
般
 

会
計
の
決
算
は
、
経
済
の
狂
乱
物
価
の
 

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
た
本
町
も
、
予
 

算
執
行
は
困
難
を
き
わ
め
、
戸
又
、
そ
の
 

影
響
は
、
事
業
施
策
を
大
き
く
変
動
さ
 

せ
る
よ
う
な
状
態
を
き
た
し
た
。
・
、
 

し
か
し
、
町
行
政
は
、
そ
の
あ
お
り
 

を
い
か
に
克
服
す
る
か
は
、
今
後
、
地
 

方
目
治
、
地
方
財
政
の
確
立
に
対
し
、
 

万
全
の
か
ま
え
で
、
そ
れ
に
対
処
出
来
 

る
状
態
は
、
ま
こ
と
に
困
難
な
状
況
に
 

置
か
れ
て
い
ま
す
。
 

住
民
に
対
し
て
の
福
祉
行
政
は
も
と
 

よ
り
、
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
も
最
少
 

で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
き
努
力
が
 

必
要
と
さ
れ
て
い
る
中
で
、
歳
入
歳
出
 

の
予
算
縮
少
を
計
っ
て
も
、
赤
字
を
ま
 

ぬ
が
れ
な
か
っ
た
事
は
、
非
常
に
残
念
 

で
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
、
．
・
昭
和
五
十
年
度
に
於
て
も
 

そ
の
赤
字
は
累
積
さ
れ
、
地
方
自
治
の
 

確
立
を
目
指
す
た
め
に
、
財
政
再
建
委
 

員
会
が
昨
年
十
一
月
下
旬
に
発
足
し
昭
 

和
四
十
九
年
の
赤
字
と
昭
和
五
十
年
度
 

の
赤
字
を
解
消
す
べ
く
‘
現
在
．
も
そ
の
 

予
算
の
内
容
、
検
討
が
行
な
わ
れ
、
三
 

月
末
日
頃
に
答
申
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
 

て
い
ま
す
。
 

昭
和
十
九
年
度
の
歳
人
に
お
い
て
】
 

般
財
源
は
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、
財
 

産
収
入
等
で
、
そ
の
う
ち
、
町
の
純
然
 

た
る
収
入
に
充
て
ら
れ
る
税
は
「
約
三
 

千
三
百
万
円
で
？
歳
入
の
ー
パ
ー
セ
ン
 

ト
強
で
、
あ
と
は
国
に
た
よ
る
以
外
し
 

上
野
峡
は
郷
土
 

か
な
い
ど
い
う
の
が
現
状
で
す
。
 

歳
出
に
お
い
て
は
、
労
働
費
が
、
歳
 

出
の
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
 

い
ま
す
。
教
育
費
に
お
い
て
は
全
歳
出
 

の
第
二
位
を
し
め
て
い
ま
す
。
 

そ
の
内
容
は
、
赤
池
中
学
校
の
建
設
 

や
、
設
備
の
投
資
が
主
た
る
も
の
で
 

す
。
た
だ
し
、
教
育
費
に
は
、
上
野
、
 

市
場
両
校
と
教
育
委
員
会
、
、
公
民
館
費
 

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

民
生
費
に
お
い
て
は
、
住
民
福
祉
の
 

経
費
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
円
グ
ラ
 

フ
で
し
め
さ
れ
て
い
る
数
字
が
、
昭
和
 

四
十
九
年
度
の
赤
池
町
一
般
会
計
の
予
 

算
で
す
。
 

の
宝
だ
 

廿J

上

野

峡

 の
 

美
し
い
上
野
峡
で
、
肩
然
に
親
し
ん
 

で
い
た
だ
こ
う
と
四
区
青
年
団
（
会
長
 

国
広
陸
一
外
十
二
名
）
は
十
八
り
ツ
ト
 

ル
入
の
空
カ
ン
等
を
利
用
し
て
、
ご
み
 

箱
を
作
り
上
野
峡
の
清
掃
を
行
な
い
ま
 

し
た
。
小
雪
ま
じ
り
の
中
、
大
袋
二
十
 

袋
に
の
ぽ
る
ゴ
ミ
を
拾
い
集
．
め
ま
し
 

た。 

町 税 
73.806 財産収入 

3
% 399.515 

18% 

ロ 

) 

ゴ
 
ミ
を
・
一
掃
n
 

」
四
区
青
年
団
で
は
、
今
後
の
団
活
動
 

の
一
環
と
し
て
、
私
達
の
上
野
峡
を
守
 

つ
て
い
き
た
い
と
団
員
は
張
切
つ
て
い
 

ま
す
ヴ
」
 

ー
団
長
の
談
話
と
し
て
？
 

清
掃
は
大
変
で
し
だ
が
、
 
き
れ
い
に
 

な
つ
た
上
野
峡
を
見
て
、
本
当
に
嬉
し
 

く
思
い
ま
し
た
。
・
皆
さ
ん
も
是
非
、
上
 

公債費 
諸出費 
災害復旧費 

》 

I 

野
峡
の
自
然
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
。
‘
一
 

・
・
 

我
が
郷
土
、
 

一
人
一
人
の
手
で
清
掃
 

す
る
よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け
ま
、
し
よ
 

・つ。 （
写
真
上
は
ゴ
ミ
入
れ
を
作
る
団
員
た
 

ち
 
下
は
ゴ
ミ
を
捨
い
集
め
て
焼
却
 

す
る
団
員
た
ち
）
 

昭
和
四
十
九
年
度
は
赤
字
決
算
で
あ
 

つ
た
が
、
昭
和
五
十
年
度
に
お
い
て
も
 

赤
字
決
算
の
よ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
、
 

議
会
と
し
て
も
今
後
、
赤
池
町
の
将
来
 

を
見
る
と
赤
字
再
建
団
体
に
陥
ち
る
よ
 

う
な
状
況
ま
で
き
て
い
る
の
で
な
ん
と
 

か
こ
の
状
態
か
ら
脱
却
す
る
に
は
、
国
 

フ
 

ー
 

剣
道
教
士
称
号
授
与
 

及
び
昇
段
お
め
で
と
う
 

当
剣
道
部
岩
崎
秋
信
、
上
村
常
夫
の
 

両
氏
に
対
し
、
 
昭
和
 50 

年
h
月
 17 

日
付
 

を
も
つ
て
全
日
本
剣
道
連
盟
よ
り
剣
道
 

教
士
の
称
号
を
援
与
さ
れ
ま
し
た
】
 

な
お
、
去
る
2
月
 29 

日
飯
塚
市
に
お
 

い
て
筑
豊
地
区
剣
道
昇
段
審
査
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

当
部
よ
り
、
早
谷
孝
氏
が
受
審
し
、
 

剣
道
二
段
に
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
 

お
め
・
で
と
う
 

で 

今
後
の
ご
精
武
を
祈
り
ま
す
。
 

高
校
、
大
学
奨
学
生
 

募
集
に
つ
い
て
 

赤
池
町
で
は
さ
高
校
、
大
学
の
昭
和
 

51 

年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
・
 

申
込
み
資
格
は
町
内
に
一
年
以
上
在
 

住
す
る
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
人
で
 

他
の
公
共
団
体
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
 

受
け
て
お
ら
ず
学
資
に
こ
ま
つ
て
い
ろ
 

の
法
、
、
た
と
え
ば
交
付
税
率
の
改
正
事
 

業
基
本
額
と
補
助
率
の
改
正
を
国
に
対
 

し
て
住
民
一
致
協
力
し
て
要
請
、
請
願
 

し
て
地
方
財
政
の
確
保
一
地
方
自
治
の
 

確
立
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
‘
-
(
 

．
議
会
、
行
政
が
「
丸
と
な
り
地
方
財
 

政
危
機
を
突
破
す
る
よ
う
住
民
と
共
に
 

要
請
を
行
な
つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 赤
池
町
議
会
に
財
政
再
建
‘
 

特
別
委
員
会
が
J
設
置
さ
れ
る
 

昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
赤
他
町
財
 

政
再
建
に
町
議
会
も
今
後
の
地
方
｛
「
治
 

確
立
と
地
方
財
政
を
確
保
す
る
た
め
に
 

議
会
独
自
で
再
建
委
員
会
が
一
月
下
旬
 

に
設
置
さ
れ
委
員
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
 

つ
ぎ
の
通
り
で
す
？
 

委
．
員
長
，
,
＜
早
谷
 

副
委
員
長
 

【
浦
田
 

委
戸
 

員
 

池
田
．
一
 

政 
勝勇雄 

w

】
‘
 

山
下
二
．
次
男
ー
 

ガ
ニ
ー
；
‘
小
松
、
政
清
“
 

ク』一 

ー
 
井
上
牛
之
助
 

： 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
 

‘ 
二 

議
ー
長
 
早
麻
．
 

豊
 

二
 

，
・
 

副
議
長
 
池
田
 
利
文
」
（
同
不
順
）
 

以
上
の
議
員
で
す
。
 

・ 

太
で
す
。
・
 

・ 

‘

ミ

‘

 

高
校
は
月
額
参
千
円
、
入
学
支
度
金
 

壱
万
隣
（
一
大
学
は
井
額
六
千
円
、
入
学
 

支
度
金
弐
万
円
で
四
半
期
ご
ど
に
ま
と
 

め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

、
返
済
は
卒
業
後
「
年
た
つ
で
始
ま
り
 

月
賦
、
半
年
賦
又
ば
、
I
年
賦
で
返
還
す
 

る
こ
と
に
な
つ
て
い
‘
ま
す
。
二
 

、
申
し
込
み
さ
れ
る
人
は
教
育
委
員
会
 

に
提
出
書
類
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
 

申
し
出
・
で
下
さ
い
。
 

な
お
、
申
し
込
み
期
限
は
、
・
如
月
 30 

日
 

ま
で
で
す
。
 

お
問
い
合
せ
先
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

， 

パ
電
話
 
四
一
〇
〇
番
）
 

一
郵
便
局
よ
り
お
願
い
 

【 

・ 

ー 

てー 

郵
便
が
ス
ム
t

ス
に
そ
し
て
確
実
に
 

み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
届
け
ら
れ
る
 

よ
う
、
り
次
の
点
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

1
 

あ

て

名

と

、

 

あ

な

た

の

住

所

に

郵

 

便
番
号
を
正
t
く
は
つ
き
り
と
お
書
き
 

下
さ
い
。
 

プ 

・ 

」、 

2

与 安
全
、
確
実
に
郵
便
を
お
届
け
す
 

る
た
め
に
郵
便
受
箱
を
お
備
え
下
さ
い
 

郵
便
受
箱
を
ご
入
用
の
方
は
郵
便
局
 

又
は
外
務
員
へ
お
申
し
出
下
さ
い
．
 

3

，
転
入
，
‘
転
出
の
さ
い
は
郵
便
局
ぺ
 

も
転
居
屈
を
お
出
し
下
さ
い
。
 

4
 
飼
犬
は
通
路
か
ら
は
な
し
て
し
つ
 

か
り
と
、
J

つ
な
い
で
下
さ
い
。
 

赤
池
郵
便
局
二
 

二・ 

，『い 

一T
」・G
八
一
一
一
一
ー
 

一 
一 
・）- 



広 報 あ (4) け
 

い
 

か
 

世
界
の
願
い
 

交

通

安

全

 

『
春
の
交
通
安
全
 

福

岡

県

民

運

動

の

実

施

」

 

(4
月
6
日
か
ら
4
月
 15 

日
ま
で
）
 

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
の
 

雇
主
そ
の
他
、
陸
上
交
通
に
関
係
あ
る
 

す
べ
て
の
者
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
 

徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
 

実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
 

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

今
回
の
運
動
の
重
点
に
つ
き
ま
し
て
 

ま、 m
歩
行
者
、
特
に
こ
ど
も
（
幼
児
及
 

び
小
学
校
児
童
を
い
う
）
と
老
人
 

の
事
故
防
止
。
 

②
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
。
 

⑧
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
。
 

の
三
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
交
通
事
故
を
大
巾
に
減
少
し
安
 

全
な
郷
土
づ
く
り
を
目
ざ
す
た
め
に
は
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
人
一
人
が
歩
行
者
、
 

自
転
車
利
用
者
、
と
く
に
、
こ
ど
も
、
 

老
人
を
見
た
ら
直
ち
に
減
速
徐
行
し
、
 

進
路
を
譲
る
な
ど
、
交
通
弱
者
保
護
の
 

具
体
的
な
運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
 

と
と
も
に
、
道
路
交
通
の
場
に
お
け
る
 

交
通
弱
者
保
護
の
一
次
的
責
任
は
．
運
 

転
者
に
あ
る
、
と
い
う
意
識
の
疹
革
が
 

望
ま
れ
ま
す
．
 

昭
和
五
十
一
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
 

O
運
転
者
向
け
 

運
転
が
示
す
あ
な
た
の
お
人
柄
 

O
歩
行
者
向
け
 

危
な
い
と
、
子
を
し
か
る
よ
り
手
 

を
引
こ
う
 

O
こ
ど
も
向
け
 

と
び
出
す
な
、
車
の
あ
と
に
、
 

ま
た
車
 

住
民
の
皆
様
も
関
心
を
持
っ
て
、
こ
 

の
運
動
を
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
御
協
力
 

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

又
、
町
内
の
道
路
巾
員
の
狭
い
と
こ
 

ろ
や
、
交
差
箇
所
、
登
坂
附
近
及
び
曲
 

り
角
の
危
険
な
箇
所
の
駐
車
が
最
近
平
 

然
と
い
た
る
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

交
通
事
故
発
生
防
止
の
た
め
に
も
、
 

無
法
駐
車
は
行
な
わ
な
い
よ
う
御
協
力
 

下
さ
い
．
 

躍 
赤

池

公

民

館

句

会

 

赤
池
に
は
目
立
た
な
い
け
れ
ど
、
案
 

外
と
面
白
い
が
所
が
そ
こ
、
こ
こ
に
あ
 

る
も
．
の
で
す
。
 

上
野
の
老
人
ホ
ー
ム
の
近
く
に
紬
を
 

織
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
」
一 

年
位
前
か
ら
ら
し
い
。
 

昔
の
生
活
を
垣
間
見
る
思
い
で
感
慨
 

ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
 

一
歩
 

梅
探
り
紬
機
場
を
訪
ね
も
す
 

天
留
翁
 

寒
梅
や
機
屋
に
径
の
尽
き
て
い
し
 

水
心
子
 

門
ロ
の
魚
龍
に
賀
状
も
新
聞
も
 そ

の
女
 

窯
里
を
訪
ふ
も
吟
行
始
め
か
な
 加

寸
美
 

冬
ざ
れ
ゃ
留
守
の
機
屋
を
の
ぞ
き
見
る
 

定
 
子
 

茎
漬
け
の
石
よ
う
や
く
に
定
ま
り
ぬ
 

桜
ン
坊
 

遅
れ
来
し
み
ち
の
く
よ
り
の
年
賀
状
 

春
 
翁
 

穂
架
と
ぶ
程
の
日
和
や
今
朝
の
春
 

昭
 
女
 

庭
先
を
冬
雲
雀
た
つ
機
屋
か
な
 駒

 
女
 

機
屋
へ
の
径
い
つ
ま
で
も
凍
て
解
け
ず
 

一 

歩
 

人
生
は
誰
で
も
不
満
と
退
屈
は
あ
る
 

も
の
で
す
．
 

詩
を
作
っ
て
そ
の
間
だ
け
で
も
い
さ
 

さ
か
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
 

も
の
で
す
。
 

お
 

・‘L 
」人ー 

一
、
金
一
封
 
中
島
正
義
殿
 

亡
母
サ
ェ
殿
 

（
二
十
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
松
岡
紘
一
殿
 

亡
父
武
敏
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
山
崎
光
男
殿
 

亡
姉
初
枝
殿
 

（
一
一
＋
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
山
田
ミ
ョ
子
殿
 

亡
夫
三
郎
殿
 

‘ 

（
十
」
ハ
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
立
花
時
夫
殿
 

亡
叔
父
水
永
熊
彦
殿
 

（
八
支
所
）
 

・
一
、
金
一
封
 

福
島
松
雄
殿
 

亡
妻
タ
ツ
子
殿
（
二
十
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
井
ト
シ
子
殿
 

亡
鼎
殿
 

（
二
十
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
長
谷
川
圭
亮
殿
 

亡
父
三
郎
殿
 

（十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
青
木
フ
ジ
ェ
殿
 

、ノ 

亡
夫
一
三
殿
 

（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
―
皆
川
正
登
殿
 

亡
母
ト
メ
殿
 

（
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
伊
川
千
代
子
殿
 

亡
夫
重
彦
殿
 

（
十
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
早
谷
昭
生
殿
 

亡
母
サ
カ
ェ
殿
 

（
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
山
本
ョ
シ
ェ
殿
 

亡
夫
力
夫
殿
 

（
十
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
カ
ツ
殿
 

亡
夫
菊
蔵
殿
 

（
十
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
古
賀
政
治
殿
 

亡
母
ョ
ネ
殿
 

（
ニ
＋
二
支
所
一
 

一
、
金
一
封
 
井
上
牛
之
助
殿
 

亡
義
母
吉
岡
イ
チ
殿
 

（
十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
世
良
弘
殿
 

亡
妻
イ
ョ
殿
 

（
一
支
所
）
 

】
、
金
一
封
 
木
下
虎
夫
殿
 

亡
母
フ
ジ
殿
 

（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
坂
本
ミ
ョ
子
殿
 

亡
夫
辰
男
殿
 

（十
三
支
所
〕
 

一
、
金
一
封
 
本
島
チ
ズ
ェ
殿
 

亡
夫
一
郎
殿
 

（
一
一
＋
四
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
 

た。 
な
お
、
元
赤
池
中
学
校
校
長
太
田
辰
 

五
郎
殿
よ
り
退
職
記
念
と
し
て
、
赤
池
 

中
学
校
に
一
金
参
拾
万
円
也
の
寄
贈
が
 

あ
り
ま
し
た
？
 

同
校
は
、
御
厚
志
を
尊
重
し
、
永
く
 

記
念
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
こ
の
度
 

耐
火
製
の
金
庫
及
び
書
庫
を
購
入
い
た
 

し
ま
し
た
。
 

赤
池
町
企
業
連
絡
協
議
会
よ
り
、
 

一
金
拾
万
円
也
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
 

の
で
本
会
事
業
発
展
の
た
め
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 


